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第
三
田
小

今
年
12
月
校
舎
完
成
へ

現
第
三
田
名
部
小
学
校
は
、
木
造

２
階
建
。
１
棟
が
昭
和
24
年
建

築
、
他
の
１
棟
が
昭
和
43
年
建
築
と
、

そ
れ
ぞ
れ
長
年
の
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
保
護
者
の
み
な

ら
ず
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
校

舎
改
築
へ
の
思
い
は
切
実
で
、
早
急

な
事
業
着
手
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
初
の
計
画
で
は
、
現
在
地
で
の

改
築
で
し
た
が
、
狭
隘
な
校
地
の
拡

張
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
や

む
な
く
校
地
を
移
転
し
て
新
築
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

用
地
取
得
、
外
構
工
事
等
を
含
め

た
総
事
業
費
は
、
約
26
億
1
千
万
円
。

校
舎
は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
、
延
べ
床
面

積
５
、
３
７
８
㎡
。
昨
年
度
の
児
童

数
２
８
９
人
を
基
準
に
、
１
学
年
２

ク
ラ
ス
の
普
通
教
室
の
ほ
か
、
特
別

支
援
学
級
２
ク
ラ
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
教
室
、
音
楽
室
な
ど
の
特
別
教

室
10
室
を
配
し
た
校
舎
と
延
べ
床
面

積
約
１
、
２
０
０
㎡
の
屋
内
運
動
場

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

校
舎
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
配

慮
し
、
玄
関
ス
ロ
ー
プ
、
自
動
ド
ア
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
多
目
的
ト
イ
レ
、

手
す
り
な
ど
も
設
置
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
、

子
ど
も
達
に
優
し
い
造
り
に
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
雨
水
を
ろ
過
し
て
ト
イ

レ
洗
浄
水
と
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、

太
陽
光
発
電
設
備
や
ビ
オ
ト
ー
プ
も

設
置
す
る
な
ど
エ
コ
に
も
配
慮
し
た

校
舎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
地
は
、
約
５
０
、０
０
０

㎡
と
市
内
随
一
の
広
さ
。
将
来
、
併

設
型
の
小
中
一
貫
教
育
校
と
す
べ

く
、
中
学
校
の
併
設
を
に
ら
ん
だ
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

第
一
川
内
小

　

小
中
一
貫
校
と
し
て

平
成
23
年
度
ス
タ
ー
ト

第
一
川
内
小
学
校
も
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
は
げ
落
ち
る
な
ど

老
朽
化
が
著
し
く
、
こ
ち
ら
も
早
急

な
改
築
が
切
望
さ
れ
て
い
た
校
舎
で

す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
達

を
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
9
年
間

に
わ
た
っ
て
、
切
れ
間
な
く
見
守
り

育
て
る
小
中
一
貫
教
育
を
基
本
方
針

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
一

川
内
小
学
校
は
、
そ
の
モ
デ
ル
校
に

す
べ
く
、
現
川
内
中
学
校
に
併
設
す

る
形
で
建
設
し
て
い
ま
す
。

　

一
体
的
な
校
舎
と
し
て
、
中
学
校

の
空
き
教
室
の
利
用
も
図
る
た
め
、

中
学
校
側
の
大
規
模
な
内
部
改
修
も

同
時
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
、
約
17
億
3
千
万
円
。

小
学
校
校
舎
は
、
Ｒ
Ｃ
造
2
階
建
、

延
べ
床
面
積
２
、
６
０
４
㎡
。
木
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
す
る
こ
と
や
玄

関
ス
ロ
ー
プ
、
自
動
ド
ア
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
等
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
て
い
る
こ
と
は
第
三
田
名
部

小
学
校
と
同
じ
で
す
。
増
築
校
舎
棟

に
は
、
普
通
教
室
7
室
、
特
別
教
室

7
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
、
延
べ
床
面
積
約
１
、２
０
０

㎡
の
屋
内
運
動
場
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
脇
野
沢
給
食
セ
ン
タ
ー
が

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敷
地

内
に
は
、
新
た
に
川
内
・
脇
野
沢
給

食
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
脇
野
沢

地
区
小
中
学
校
へ
は
こ
こ
か
ら
配
送

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
川
内
地
区
で
は
、
第
二

川
内
小
学
校
が
平
成
23
年
度
か
ら
第

一
川
内
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
小
学
校
1
校
、
中
学

校
1
校
と
い
う
、
小
中
一
貫
教
育
が

推
進
し
や
す
い
環
境
が
整
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

 

危
険
校
舎
一
掃

　

耐
震
補
強
お
よ
び

大
規
模
改
修
進
む
！

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

「
震
度
6
強
以
上
で
倒
壊
の
恐

れ
あ
り
」
と
い
う
危
険
校
舎
が
全
国

に
多
数
あ
る
と
い
う
こ
と
が
マ
ス
コ

ミ
報
道
さ
れ
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

に
は
、
大
変
心
配
を
お
か
け
し
て
き

ま
し
た
が
、
市
で
は
、
全
て
の
小
中

学
校
の
耐
震
診
断
を
終
え
、
耐
震
補

強
工
事
の
必
要
性
が
判
明
し
た
校
舎

特集 飛躍的に進む ! 学校教育環境整備
第三田名部小・第一川内小改築／危険校舎の一掃～小中学校耐震改修～

　市では、子ども達が安心して学べる学校教育環境の整備を計画的に進めていますが、老朽化が

著しく地域のみなさんからも長年にわたって切望されていた第三田名部小学校の校舎が、いよい

よ今年 12月にＲＣ造 2階建の最新鋭の校舎に生まれ変わります。

　また、第一川内小学校は、川内中学校に併設する形で増改築が進められており、来年 3月中旬

頃の完成予定です。当市で初めての併設型小中一貫教育の拠点校として、内外からの注目度も高

く、成果が期待されるところです。

　また、保護者のみなさんにご心配をおかけしていた危険校舎についても、大規模改修工事と併

せて急ピッチで進められています。整備率は県内トップクラスです。

（上） 今年12月完成予定の第三田名部小学校

（左） 完成予想図

（下） 来年 3月完成予定の第一川内小学校

（右） 完成予想図

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
順
次
、
改
修

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

耐
震
補
強
工
事
に
伴
い
、
校
舎

全
体
の
大
規
模
改
修
を
併
せ
て
行

な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

安
心
で
快
適
な
環
境
と
な
る
よ
う
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
は
、
大
湊
中
学
校
の
工

事
を
終
え
、
今
年
度
は
、
第
一
田
名

部
小
学
校
、
第
二
田
名
部
小
学
校
、

大
平
小
学
校
、
脇
野
沢
中
学
校
の
各

校
舎
お
よ
び
屋
内
運
動
場
、
関
根
小

学
校
校
舎
、
大
畑
中
学
校
屋
内
運
動

場
の
工
事
を
行
い
、
危
険
校
舎
を
一

掃
し
ま
す
。

 新第三田名部小学校

 配置図

 昨年度、耐震補強工事を

 終えた大湊中学校

将
来
中
学
校
併
設
を
想
定
、
雨
水
利
用
等
で
エ
コ
に
も
配
慮

市
初
の
併
設
型
小
中
一
貫
教
育
の
拠
点
校
へ

～飛躍的に進む ! 学校教育環境整備～
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〈試験日・場所〉
・第一次試験 … 9月19日（日）・市役所本庁舎

・第二次試験 … 11月上旬

〈申込受付期間〉
８月9日（月）～8月20日（金）・午前８時30分～午後５時15分

※ 土・日曜日を除く。 郵送の場合は8月20日（金）の消印有効。

〈受験申込書類の請求〉
　受験申込書類は8月2日（月）から、本庁舎総務課人事担当のほか各庁舎管理課および市立図書館、中央公民館で交付

します。

　郵送で請求する場合は、返信用封筒（角２封筒に120円切手を貼って、あて名を明記）を同封し、総務課人事担当に請求

してください。

〈試験職種・採用予定人員等〉 

 市職員募集
　　市では、平成23年 4月採用予定の職員を次のとおり募集します

試験職種 職務内容 受験資格 採用予定人員 第一次試験

上級行政
行政関係
事務

昭和55年４月２日以降生まれで、大学を卒業の方または平成23
年 3月31日までに卒業見込みの方

12名程度

教 養 試 験
事務適性検査
職場適応性検査

初級行政
昭和55年４月２日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高等
学校を卒業の方または平成23年 3月31日までに卒業見込みの方

5名程度

保健師
保健関係
業務

昭和50年４月２日以降生まれで、保健師の資格を有する方または
平成23年 3月31日までに当該免許を取得見込みの方

1名程度

上級土木
土木技術
関係業務

昭和50年４月２日以降生まれで、大学の土木技術課程を卒業の
方または平成23年 3月31日までに卒業見込みの方

1名程度

教 養 試 験
専 門 試 験
事務適性検査
職場適応性検査

初級土木
昭和50年４月２日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高等学校の土
木技術課程を卒業の方または平成23年 3月31日までに卒業見込みの方

上級機械
機械設備技
術関係業務

昭和50年４月２日以降生まれで、大学の機械設備技術課程を卒
業の方または平成23年 3月31日までに卒業見込みの方

2名程度

上級電気

電気技術
関係業務

昭和50年４月２日以降生まれで、大学を卒業し第3種電気主任
技術者免状を取得している方または実務経歴で第3種電気主任技
術者免状交付申請のできる大学を卒業の方もしくは平成23年 3
月31日までに卒業見込みの方

2名程度

初級電気

昭和50年４月２日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高等学校を
卒業し第3種電気主任技術者免状を取得している方または実務経歴で第
3種電気主任技術者免状交付申請のできる短期大学、高等専門学校、高
等学校を卒業の方もしくは平成23年 3月31日までに卒業見込みの方

学芸員
埋蔵文化
財の発掘
調査業務

昭和50年４月２日以降生まれで、次のすべての要件を満たす方
①学芸員（考古学専攻必須）の資格を有する方または平成23年 3月
31日までに当該資格を取得見込みの方
②埋蔵文化財の発掘調査の経験（大学在学中の経験を除く）が平成22
年 3月末日現在で3年以上の方
③調査報告書執筆実績のある方

1名程度
教 養 試 験
事務適性検査
職場適応性検査

〈身体障害者の方を対象とする試験〉

行政事務 一般事務

昭和55年４月２日以降生まれで、次のすべての要件を満たす方
①高等学校卒業程度以上の学力を有する方または平成23年 3月
31日までに卒業見込みの方
②身体障害者手帳の交付を受けている方
③自力による通勤ができ、かつ介助者なしに職務の遂行が可能な方
④活字印刷文による出題に対応できる方

1名程度
教 養 試 験
職場適応性検査

※第二次試験はいずれの職種も面接および作文です。

児童扶養手当
父
子
家
庭
の
み
な
さ
ま
に
も

　現在、児童扶養手当は母子家庭等の母
または養育者にのみ支給されていました
が、今年の 8月分より父子家庭等の父も
支給対象となります。ただし、受給する
ためには必ず申請が必要になりますので
市児童家庭課または各分庁舎市民福祉課
へお早めにご相談ください。

手
当
額（
月
額
）は
？

 

・
児
童
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給
…
４
１
、７
２
０
円

　

一
部
支
給
…
９
、８
５
０
円
〜
４
１
、７
１
０
円

　
　

（
前
年
中
の
所
得
額
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
）

 

・
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目
…
５
、０
０
０
円

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
：
３
、０
０
０
円

父
子
家
庭
の
方
が
受
給
す
る
た
め
に
は
？

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
へ
の

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
の
時
期
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

・
現
在
既
に
父
子
家
庭
と
し
て
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
、

ま
た
は
7
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
11
月

30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば「
8
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

 
・
８
月
１
日
〜
11
月
30
日
の
間
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、「
要
件
に
該
当
し
た
日
の

翌
月
分
」か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
注　

意
〉

 

・
8
月
〜
11
月
分
が
支
給
さ
れ
る
の
は
12
月
で
す
。

 

・
右
に
該
当
す
る
方
で
申
請
が
11
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、「
申
請

の
翌
月
分
」か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
？

　

申
請
に
は
、
住
民
票
、
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
等
の
書
類
を
揃

え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
書
類
も
個
人
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
の
前
に
必
ず
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
庭
状
況(

同
居
者
の
有
無
等)

や
所
得
制
限
限
度
額

表
等
に
よ
り
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
？

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
を
養
育
す
る
方

・
母（
父
）が
死
亡
し
た
児
童
を
養
育
す
る
方

・
母（
父
）が
一
定
程
度
の
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育
す
る
方

・
母（
父
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
を
養
育
す
る
方

・
そ
の
他
、
母（
父
）が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
を
養
育
す

る
方
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
を
養
育
す
る
方
、

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
を
養
育
す
る
方 

な
ど

支
給
期
間
は
？

　

対
象
児
童
が
18
歳
に
達
す
る
以
後
3
月
31
日
ま
で
。
児
童
に
政

令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

　　【所得制限限度額表】

区　　　　分

扶養親族等の数

本　人（請求者）
孤児等の扶養義務者

配偶者・扶養義務者
手当の全部を

受給できる方

手当の一部を

受給できる方

0人 190,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満

1人 570,000円未満 2,300,000円未満 2,740,000円未満

2人 950,000円未満 2,680,000円未満 3,120,000円未満

3人 1,330,000円未満 3,060,000円未満 3,500,000円未満

4人 1,710,000円未満 3,440,000円未満 3,880,000円未満

8
月
分
か
ら
支
給
対
象
に

受給には申請が必要です　お早めにご相談を

〈問合せ・書類請求・申込先〉
〒035-8686（住所不要） 

市総務課人事担当

( 22-1111内線 2115

〈
問
合
せ
・
申
請
先
〉

市
児
童
家
庭
課

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
５
１
４

川
内
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
44

－

２
１
１
１
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〈詳しくは〉
市情報政策課情報政策担当

( 22-1111内線 2142

なぜデジタルにするの？

　現在の日本では、使用できる電波に余裕が無いため、アナログ放送のままではチャンネルが足りません。

そこで、テレビ放送をデジタル化することにより、電波に余裕ができ、その電波を防災や医療などのサービ

スに利用することができます。

地上デジタル放送の魅力

・ゴースト（2重映り）もなく、横長のワイド画面やハイビジョンの高画質など、今までのテレビ放送よりも

美しい映像が楽しめます。

・テレビのリモコンを使って、ニュースや天気、交通情報など、みなさんの暮らしに役立つ情報をいつでも

呼び出せます。

・字幕放送や音声による解説放送など、高齢者や障害のある方に役立つサービスが充実します。

どうしたらいいの？

　UHFアンテナと地上デジタル放送対応のテレビで

視聴可能となります。または今のアナログテレビに

地上デジタルチューナーを接続することで受信できます。

　詳しくはお近くの電気屋さんにご相談ください。

〈問合せ先〉
総務省地デジコールセンター

( 0570-07-0101または 03-4334-1111
午前 9時～午後 9時（土・日・祝日は午後6時まで）

地上デジタル放送受信の準備はお済みですか？
～地上アナログ放送は「2011年 7月24日」までに終了します～

　地上デジタル放送はエリアを順次拡大しています。2011（平成 23）年

7月24日までに、アナログ放送からデジタル放送へ完全移行するため、

従来のアナログテレビでは、デジタル放送を見ることができません。

お早めに地上デジタル放送受信に向けた準備をお願いします。

ブロードバンド基盤整備を進めます
↑

← 　光回線を市内全域に整備！　 →
↓

　昨今、市民のみなさまが職場や家庭でインターネットを利用し、仕事に趣味にさまざまなサービスを快適に利用でき

るブロードバンド環境は、今やなくてはならないものとなっています。しかしながら、光回線によるブロードバンドサー

ビスが提供されているのは、現在のところ、市内でも一部地域に限られているのが現状です。

　市では、より快適な光回線によるブロードバンドサービスの提供を市内全域に拡大するため、今年度、「ブロードバン

ド基盤整備事業」を実施し、市内全域に光回線によるブロードバンドサービスが提供できる環境を目指しています。

　事業実施に向け、8月より整備事業対象地区において、ＮＴＴ柱、東北電力柱等に光ファイバーケーブルの敷設工事

を予定しています。

　工事期間中は、住宅街などに工事車両等が入ることにより、工事の騒音・通行規制などで市民のみなさまには大変ご

迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

　　　〈事業名称〉　　ブロードバンド基盤整備事業

　　　〈対象地区〉　　関根地区、近川地区、川内地区、大畑地区、脇野沢地区　

　　　〈工事期間〉　　平成22年 8月上旬～平成23年 2月中旬

　　　〈工事内容〉　　光ファイバーケーブルを電柱および電信柱に共架します

　原子力施設を見学しに行きませんか？

　　●使用済燃料中間貯蔵施設を学ぶ
　　　　　　「東海第二発電所」ほか原子力施設見学会（個人での募集です）
　市民のみなさまに関根地区に建設予定の使用済燃料中間貯蔵施設や原子力事業についての理解を深めていただくた

め、平成13年から使用済燃料の貯蔵・管理を行なっている茨城県東海村の東海第二発電所乾式キャスク貯蔵施設等の

見学会参加者を募集します。

〈い　つ〉10月9日（土）～11日（月・祝日）の２泊３日

〈見学先〉 東海第二発電所・日本原子力研究開発機構東海展示館・電気の史料館

〈行程等〉 各庁舎をバスで早朝に出発し、野辺地から鉄道を利用。東京都内と水戸市内に宿泊します。帰路も鉄道を利用し、

野辺地からはバスで各庁舎へ戻ります。

〈募集対象〉 平成 7年４月１日以前に生まれた健康な市民の方で、これまで東海第二発電所見学会へ参加したことがない方。

〈募集人数〉20名 ※申込多数の場合は抽選となります

〈参加費〉 無料

　　●核燃料サイクルを学ぶ
　　　　　高速増殖炉「もんじゅ」ほか原子力施設見学会（団体での募集です）
　原子力発電の燃料であるウランも限りある資源ですが、核燃料サイクルである高速増殖炉はウランを有効利用できる

ことから、資源小国日本の将来のエネルギー確保のため期待されています。核燃料サイクルの理解促進のため、今年5

月に試験運転が再開された「もんじゅ」（福井県敦賀市）の見学団体を募集します。

〈い　つ〉10月以降の3日間の行程で、応募団体と調整し決定します

〈見学先〉 高速増殖炉原型炉「もんじゅ」・電気の史料館

〈行程等〉 むつ市をバスで早朝に出発し、野辺地から鉄道を利用。初日は東京都内、2日目は福井県敦賀市内に宿泊します。

3日目は鉄道を利用しむつ市へ戻ります。

〈募集対象〉 市内の1団体 (18名程度 )

　　　　　※申込多数の場合は抽選となります。

〈参加費〉 無料

〈申込方法〉 両見学会とも詳細行程表と申込書は市企画調整課、各分庁舎管理課にあります。

郵送やFAXでの書類のお取り寄せや申し込みもできます。

〈申込締切〉8月13日（金）必着

〈問合せ・申込先〉
市企画調整課エネルギー政策担当

( 22-1111内線 2332   23-4108
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『 施設を管理する団体 』を公募します

　市では、平成23年度から次の施設を管理する「指定管理者」を公募します。

　指定管理を希望する法人、その他の団体（法人格の有無は問いません）は、次の日程で説

明会を開催しますので必ずご出席ください。なお、この説明会を欠席された場合には、応

募資格がありませんのでご注意ください。

　指定管理者は、応募者の中から候補者を選定し、むつ市議会の議決を経て指定されます。

公募する施設 説明会日時 説明会場 連　絡　先

むつ市ふれあい温泉川内

むつ市湯野川温泉濃々園

むつ市野平高原交流センター

むつ市まちの駅かわうち

むつ市脇野沢温泉

８月5日（木）
午前１0時～正午

川内庁舎
2階会議室

川内庁舎産業建設課

( 42-2111内線 230

むつ市早掛レイクサイドヒルキャンプ場
８月5日（木）
午後1時 30分
～3時 30分

市役所本庁舎
第3会議室

市商工観光課観光振興担当

( 22-1111内線 2646

むつ運動公園

むつ市民体育館

むつ市釜臥山スキー場

むつ市かまふせビレッジ

８月10日（火）
午前10時～正午

市役所本庁舎
第4会議室

市市民スポーツ課

( 22-1111内線 2470

むつ市マリンハウス脇野沢

むつ市脇野沢流通センター
８月10日（火）
午前10時～11時

脇野沢地域交流
センター会議室

脇野沢庁舎産業建設課

( 44-2111内線 53

【むつ市ふれあい温泉川内】

〈詳しくは〉
市環境政策課廃棄物対策担当

( 22-1111内線 2461

市指定可燃ごみ袋が改良されます
～使いやすい取っ手付レジ袋型へ～

　現在ご利用いただいている市指定可燃ごみ袋の形状が、取っ手付

レジ袋型へ変更となります。

　材質も改良されますが、詰め込み過ぎたり鋭利なものを入れたり

すると破損しますのでご注意ください。なお、袋の料金や容量等に

変更はありません。

　新しい袋の販売開始時期は、8月上旬を予定していますが、前後

する可能性があります。

　また、不燃ごみ袋および資源ごみ袋は、在庫がなくなり次第順次

変更となります。

　現在ご利用いただいている長方形型のごみ袋も従来どおり使うこと

ができます。

むつ市指定ごみ袋

もえるごみ用

改良後イメージ図

取っ手が付きます！料
金
や
容
量
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

従
来
型
の
ご
み
袋
も
利
用
可
能国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

〈
問
合
せ
・
申
請
先
〉

市
国
保
年
金
課
国
保
担
当

(
22

－

１
１
１
１
内
線
２
４
３
２

川
内
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
市
民
福
祉
課

(
34

－

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
市
民
福
祉
課(

44

－

２
１
１
１

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111
　市民税担当　　内線 2212 ～ 2215

　固定資産税担当内線 2222 ～ 2225

　納税管理担当　内線 2252・2253

　収納担当　　　内線 2232 ～ 2236

川内庁舎管理課　　(42-2111
大畑庁舎管理課　　(34-2111
脇野沢庁舎管理課　(44-2111

　小中学生を対象に納税作品（作文・ポスター・習字）を募集中！
　夏休み中に作成し、学校を通して応募してください！
　参加賞もありますよ！

〈詳しくは〉各学校または市税務課納税管理担当まで

今月の税金のお知らせ
 ～ 第2期の納期限は8月2日（月）です！～

　6月に第1～8期の納付書をまとめて送付していますので、

お確かめのうえ納付してください。

　納付方法には、自主納付のほかに、便利な口座振替や各地域など

の納税貯蓄組合による納付もありますのでどうぞご利用ください。

〈詳しくは〉市税務課市民税担当・納税管理担当

見  
本

〈
マ
ル
学
の
保
険
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

 

・
保
険
証

 

・
在
学
証
明
書（
平
成
22
年
度
分
）

〈
マ
ル
学
の
保
険
証
が
必
要

な
く
な
っ
た
と
き（
卒
業
し
た
等
）
〉

 

・
マ
ル
学
の
保
険
証

 

・
社
会
保
険
や
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
の

国
保
等
の
新
し
い
保
険
証（
コ
ピ
ー
可
）

※
卒
業
後
、
社
会
保
険
等
に
加
入
し
な
い

場
合
は
、
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
の
国

保
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
む
つ
市
の

国
保
の
喪
失
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
の
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

　

今
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
保

険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
22
年
９
月
30
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
か
ら
の
保
険
証
は
、
９
月
下
旬
に
保

険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
へ
郵
送
し
ま

す
。
９
月
下
旬
に
留
守
に
さ
れ
る
な
ど
の
理

由
で
、
保
険
証
を
郵
送
し
て
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
希
望
に
よ
り
住
所
地

以
外
に
も
郵
送
で
き
ま
す
の
で
お
早
め
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
用
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

住
民
票
は
む
つ
市
以
外
に
移
し
て
い
て
、

む
つ
市
の
学
生
用
の
保
険
証（
マ
ル
学
の
保

険
証
）を
お
使
い
の
方
は
、
年
に
一
度
申
請

が
必
要
で
す
。

　

平
成
22
年
４
月
以
降
に
申
請
を
済
ま
せ
て

い
る
方
へ
は
、
10
月
か
ら
の
保
険
証
を
む
つ

市
の
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。
ま
だ
申
請
を
済

ま
せ
て
い
な
い
方
は
、
国
保
担
当
窓
口
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
ル
学
の
保
険
証
を
お
使
い
の
方

が
卒
業
等
で
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
も
届

出
が
必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
、
国
保

の
資
格
を
持
っ
た
ま
ま
と
な
り
、
二
重
に
課

税
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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議 会 だ よ り
第204回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
２
０
4
回
定
例
会
が
、
去
る
６
月
8
日
か
ら

25
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
10
議
案
・
9
報
告
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
第

２
０
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
請
願
１
件
は
、
審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

変
厳
し
い
も
の
で
あ
り
大
き
な
負
担
と

な
る
。
2
点
目
は
、
市
民
の
理
解
を
得

る
た
め
の
手
順
を
踏
む
こ
と
な
く
短
期

間
の
協
議
で
決
定
し
て
い
る
が
、
市
民

の
合
意
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
3

点
目
は
、
こ
の
値
上
げ
の
理
由
は
全
て

市
側
の
も
の
で
あ
り
、
市
民
か
ら
す
る

と
厳
し
い
社
会
情
勢
を
か
ん
が
み
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
値
下
げ
の

方
向
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
り
、
よ
り

市
民
目
線
で
国
民
健
康
保
険
税
を
考
え

て
ほ
し
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
先
の
第

２
０
３
回
定
例
会
で
国
民
健
康
保
険
税

率
を
改
正
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
撤
回

を
求
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
議
決

を
踏
ま
え
た
上
で
将
来
的
に
検
討
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、こ
れ
に
対
し
紹
介
議
員
か
ら
、

既
に
可
決
し
た
こ
と
は
請
願
者
も
承
知

し
て
い
る
が
、
国
民
健
康
保
険
税
の
値

上
げ
撤
回
を
求
め
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
委
員
間
の
意
見
と
し
て
、
確

か
に
連
続
的
な
国
民
健
康
保
険
税
の
値

上
げ
は
市
民
に
す
れ
ば
痛
手
で
あ
り
、

本
請
願
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
も
当
然
と

思
わ
れ
る
が
、
国
民
健
康
保
険
税
の
赤

字
補
て
ん
に
繰
り
入
れ
す
る
財
源
の
確

保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
仮
に
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
と
他
の
医
療

保
険
加
入
者
と
不
均
衡
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
法
定
外
の
繰
り
入

れ
を
す
る
た
め
の
手
順
等
も
不
明
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
税
率
の
改
正

の
ほ
か
に
財
源
が
な
い
の
で
今
回
の
値

上
げ
は
や
む
を
得
な
い
措
置
と
考
え
る

が
、
市
民
へ
の
説
明
不
足
等
に
つ
い
て

は
同
感
で
あ
る
。
市
側
は
、
将
来
的
な

試
算
を
誤
っ
た
こ
と
お
よ
び
今
回
の
値

上
げ
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
市
民

に
理
解
を
求
め
る
た
め
の
説
明
お
よ
び

広
報
等
に
努
め
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
、
本
請
願
は
一
昨

年
に
続
く
値
上
げ
を
不
当
と
し
重
視
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
の
定
例
会
に

お
い
て
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
本
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
こ
と
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
化
の

た
め
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見
書

が
全
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た

こ
と
か
ら
現
段
階
で
は
こ
れ
以
上
の
審

査
は
必
要
な
く
、
不
採
択
と
す
べ
き
で

あ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
他
の
委
員
か

ら
特
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
7
件
、
報
告
2
件
に
つ
い

て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま

す
。

　

本
委
員
会
は
、
6
月
16
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
34
号　

む
つ
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事

者
側
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の

職
務
に
実
施
機
関
の
求
め
に
応
じ
、
個

人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
調
査
審
議

し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
旨

の
規
定
を
加
え
る
ほ
か
、
統
計
法
の
全

部
改
正
お
よ
び
統
計
報
告
調
整
法
の
廃

止
に
伴
い
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る

た
め
の
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
改
正
の

背
景
、
審
査
会
の
開
催
状
況
に
関
す
る

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
チ
リ

地
震
大
津
波
対
応
結
果
報
告
書
の
中
で

災
害
時
要
援
護
者
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
る
が
、
個
人
情
報
保
護
等
の
問
題
も

あ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
手
順
を
進
め

て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
改
正

は
、
ま
さ
に
そ
れ
に
沿
っ
て
の
も
の
で
、

個
人
情
報
保
護
と
い
う
見
地
か
ら
、
審

査
会
の
意
見
を
あ
ら
か
じ
め
聞
い
て
適

切
な
対
応
を
図
る
も
の
で
、
災
害
時
と

い
う
特
殊
な
状
況
下
で
の
適
切
な
対
応

と
個
人
情
報
保
護
と
い
う
行
政
的
な
別

途
の
要
請
を
中
和
的
に
調
整
を
図
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
そ
の
項
目
も
審
査
会

の
職
能
と
し
て
意
見
を
徴
す
べ
く
加
え

た
。
審
査
会
の
開
催
状
況
は
、
任
期
の

初
め
に
組
織
会
を
開
い
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
不
服
申
し
立
て
な
ど
で
開
催
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
。
本
年
3
月
、
介
護

関
係
で
1
回
開
催
さ
れ
た
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
35
号　

む
つ
市
職
員

の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
お
よ
び

む
つ
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者
側

か
ら
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
職

員
の
配
偶
者
が
育
児
休
業
を
し
て
い
る

場
合
に
お
い
て
も
育
児
休
業
等
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
育
児

を
行
う
職
員
の
時
間
外
勤
務
等
を
制
限

で
き
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
所
要
の
条

請

願

審

査

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
請
願
第
1
号　

国
民
健
康
保
険

税
の
値
上
げ
撤
回
を
求
め
る
請
願
に
つ

い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し

ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
4
月
6
日
に
紹
介
議
員

の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
請

願
第
1
号
は
、
全
会
一
致
で
願
意
に
沿

い
が
た
く
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
ず
、
紹
介
議
員
の
横
垣
成
年
議

員
が
、
請
願
の
趣
旨
説
明
と
し
て
本
請

願
書
を
読
み
上
げ
た
あ
と
で
特
に
強
調

し
た
い
3
点
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
1
点
目
は
、
こ
の
値
上
げ
は

低
所
得
者
に
と
っ
て
命
に
か
か
わ
る
大

チリ地震大津波対応の事後検証結果から

〈詳しくは〉
市防災政策課

( 22-1111 内線 2132

　チリ地震大津波対応の事後検証結果については前号でもお知らせしましたが、今号より3回に分け、今後

市で改善していくことなどについて、より詳しく市民のみなさまへお知らせします。

①避難勧告および避難指示について

避難勧告および避難指示の発令基準や内容の違いがわからない住民や市職員も多く、混乱が生じるおそれがあるこ

とから、次のとおり発令の判断基準をお知らせします。

【地震・津波等】

避難準備情報
（災害時要援護者避難）

・津波注意報が発表されたとき

避 難 勧 告

・津波注意報が発表され、事前に避難を要すると判断されるとき

・強い地震（震度4程度以上）または長時間のゆっくりとした揺れを感じて避難を要すると判断

されるとき

・災害を覚知し、災害の拡大が予想され、事前に避難を要すると判断されるとき

避 難 指 示

・津波警報が発表されたとき

・避難勧告より状況が悪化し、緊急に避難を要すると認められるとき

・災害を覚知し、著しく危険が切迫し、緊急に避難を要すると認められるとき

※災害時要援護者とは

　必要な情報を迅速かつ的確に把握し、災害から自らを守るために安全な場所に避難するなどの災害時の一連の行

動をとるのに支援を要する人々（高齢者、障害者、乳幼児、妊婦、外国人等）

②住民の避難率について

　むつ地区、大畑地区および脇野沢地区の避難対象者3,241人に対し、避難者346人、避難率10.7％であり、県

内では2番目の高さだったものの、高い避難率とはいえません。

　今後、各種災害において、次の表を参考に避難してください。

住 民 に 求 め る 行 動

避難準備情報
（災害時要援護者避難）

 ･災害時要援護者等、特に避難行動に時間を要する人は、指定された避難場所への避難行動

を開始（支援者は支援行動を開始）しましょう

 ･上記以外の人は、家族等との連絡、非常用持出品の用意等、避難準備を開始しましょう

避 難 勧 告  ･通常の避難行動ができる人は、指定された避難場所等への避難行動を開始しましょう

避 難 指 示
 ･避難勧告等の発令後で避難中の住民は、確実に避難行動を完了できるようにしましょう

 ･未だ避難していない対象住民は、ただちに避難行動を開始しましょう

【指定避難場所への避難はなぜ必要か】

・地震等大規模災害が発生したとき、災害による家屋の倒壊、焼失などで被害を受けた住民または被害を受けるお

それのある住民を一時的に受け入れ、保護することができます。

・避難場所では、救護を必要とする住民に対して、応急的な食料等の供給や情報提供など生活支援ができます。

・住民の安否確認ができます。

※避難場所一覧は、「むつ市防災ハザードマップ」に掲載しています。

　

次号（8月上旬号）では、「災害時要援護者について」と「職員の連絡体制について」お知らせします。

議 会 だ よ り



( 1 2 )( 1 3 )

文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
男
性
で
育

児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
職
員
は
い
る

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
該
当
は
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
36
号　

む
つ
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者
側
か
ら
、
地

方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
市
た

ば
こ
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、

所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
の
も
の
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
た
ば
こ

税
の
見
込
み
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
21
年

度
で
、
1
億
５
千
３
０
０
万
本
、
5

億
１
千
２
１
９
万
円
の
税
収
が
あ
り
、

平
成
22
年
度
は
1
億
３
千
４
０
０
万

本
、
5
億
１
千
１
７
６
万
１
千
円
と
同

じ
よ
う
な
税
収
を
見
込
ん
で
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
39
号　

旧
大
畑
町
農

村
地
域
工
業
等
導
入
指
定
地
区
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
理
事
者
側
か
ら
、
旧
大
畑

町
が
工
業
等
の
導
入
を
積
極
か
つ
計
画

的
に
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
農

村
地
域
工
業
等
導
入
指
定
地
区
の
指
定

を
受
け
て
き
た
が
、
関
係
省
令
に
定
め

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
係
る
適

用
制
限
が
到
来
し
た
こ
と
に
よ
り
、
廃

止
す
る
た
め
の
も
の
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
合
併
に
伴

う
臨
時
的
な
条
例
だ
っ
た
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
市
町
村

合
併
に
伴
っ
た
条
例
で
は
な
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
40
号　

工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者

側
か
ら
、関
根
地
区
外
4
地
区
に
光
ケ
ー

ブ
ル
網
を
整
備
す
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

基
盤
整
備
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
で
、
情
報
基

盤
の
地
域
間
格
差
の
是
正
と
地
域
活
性

化
の
一
助
と
し
て
基
盤
整
備
を
図
る
た

め
の
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
随
意
契

約
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
公
開
型
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
企
画
提
案
競
技
に
参
加
し
た
の

は
1
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
業
者
の
総

合
的
な
受
容
能
力
を
判
断
す
る
基
準
に

沿
っ
て
評
価
し
た
結
果
で
事
業
者
が
選

定
さ
れ
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
事
業
は
行
政
で
や
る
べ
き
も
の
か
、

業
者
が
整
備
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、

住
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
業
者
で

は
採
算
面
が
問
題
に
な
る
。
住
民
か
ら

の
要
望
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
国

の
政
策
、
情
報
格
差
を
是
正
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
国
を
挙
げ
て
政
策
を
推
進

し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
整
備
後
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
等
は
使
え
な

い
の
か
、
市
民
へ
の
周
知
は
ど
う
す
る

の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
後
も
Ａ
Ｄ
Ｓ

Ｌ
等
は
利
用
可
能
で
、
工
事
完
了
前
か

ら
周
知
を
図
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
別
の
委
員
か
ら
、
こ
の
事

業
で
情
報
格
差
は
な
く
な
る
の
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
対
策
も
進
め

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
41
号　

町
の
区
域
の

変
更
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者

側
か
ら
、
県
が
実
施
す
る
九
艘
泊
総
合

流
域
防
災
工
事
に
伴
い
、
農
林
水
産
省

か
ら
県
に
所
管
換
え
さ
れ
た
国
有
林
地

を
む
つ
市
脇
野
沢
九
艘
泊
に
編
入
す
る

た
め
の
も
の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
砂
防
ダ
ム

の
用
地
な
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
砂
防
ダ
ム
も
含
ん
だ
流

域
全
体
の
防
災
工
事
と
理
解
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
42
号　

青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
減
少
お
よ
び
青
森
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者
側
か
ら
、

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
構

成
団
体
で
あ
る
小
川
原
湖
広
域
水
道
企

業
団
が
解
散
し
た
こ
と
に
伴
い
、
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
を
減
少

し
、
組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
の
も

の
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
委
員
か

ら
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
9
号　

専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理

事
者
側
か
ら
、
去
る
3
月
21
日
付
け
を

も
っ
て
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
22
年
度
の
課
税
事
務
に
関
連
を

有
す
る
こ
と
か
ら
、
む
つ
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
し

た
も
の
で
、
65
歳
未
満
の
公
的
年
金
等

の
所
得
を
有
す
る
給
与
所
得
者
に
つ
い

て
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
割
額
を

給
与
所
得
の
特
別
徴
収
に
よ
り
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、

条
文
整
備
を
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
普
通
徴
収

で
納
税
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
と
の

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
原
則

は
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
だ
が
、
確
定

申
告
の
際
に
特
別
徴
収
を
し
な
い
こ
と

を
選
択
す
れ
ば
普
通
徴
収
に
で
き
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
10
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事

者
側
か
ら
、
関
係
省
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
省
令
の
改
正
時
期
と
の
整
合
性

を
保
つ
た
め
、
旧
川
内
町
、
旧
大
畑
町

お
よ
び
旧
脇
野
沢
村
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決

処
分
し
た
も
の
で
、
固
定
資
産
税
の
課

税
免
除
に
係
る
適
用
期
間
を
延
長
す
る

ほ
か
、
条
文
整
備
を
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
過
疎
法
が

平
成
28
年
3
月
ま
で
の
延
長
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
条
例
は
な
ぜ
1
年
だ
け

の
延
長
な
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
、
1
年
ご
と
の
改
正
と
な

る
と
思
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
2
件
、
報
告
2
件
に
つ
い

て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま

す
。

　

本
委
員
会
は
、
6
月
16
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
37
号　

む
つ
市
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理

事
者
側
か
ら
、
平
成
22
年
4
月
1
日
付

け
厚
生
労
働
省
告
示
第
69
号
に
よ
る
診

療
報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
当
該
算
定
方
法
に
よ
り
給
付
額
を

算
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
、
む
つ
市

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
条
例
、

む
つ
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給

条
例
お
よ
び
む
つ
市
乳
幼
児
医
療
費
給

付
条
例
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
複
数
の
委
員
か
ら
、
こ

の
改
正
に
よ
る
市
へ
の
影
響
と
医
療
費

の
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
算
定
方
法
が
改
正
さ
れ
て
も

事
務
的
に
は
変
更
な
く
、
医
療
費
等
に

つ
い
て
も
特
に
増
額
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
38
号　

む
つ
市
地
域

生
活
支
援
事
業
利
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
等
低
所
得
の
障
害

者
に
対
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係

る
利
用
者
負
担
を
無
料
と
す
る
た
め
、

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
当
該
施
行
令
を

基
準
と
し
て
定
め
る
、
む
つ
市
地
域
生

活
支
援
事
業
利
用
料
の
負
担
上
限
月
額

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
改
正
内

容
と
同
様
の
効
果
を
有
し
て
い
る
当
該

事
業
利
用
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
こ
の
改
正

に
よ
り
負
担
上
限
月
額
は
低
く
な
る
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、理
事
者
側
か
ら
、

負
担
上
限
月
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
市

民
税
非
課
税
世
帯
等
の
低
所
得
者
に
つ

い
て
は
、
無
料
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
11
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む

つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
で
あ
り
、
地
方
税
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
基
礎
課
税
分
の

限
度
額
を
47
万
円
か
ら
50
万
円
に
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
課
税
限
度
額
を
12

万
円
か
ら
13
万
円
に
引
上
げ
る
こ
と
お

よ
び
企
業
の
倒
産
や
解
雇
等
非
自
発
的

失
業
者
に
対
し
て
在
職
中
の
保
険
料
と

比
較
し
て
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
給
与

所
得
を
１
０
０
分
の
３
０
と
し
て
算
定

す
る
課
税
特
例
を
創
設
す
る
ほ
か
、
所

要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
改
正
後
も

国
民
健
康
保
険
医
療
制
度
の
高
額
療
養

費
は
適
用
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
非
自
発

的
失
業
者
が
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は

申
請
が
必
要
と
な
る
が
、
市
民
へ
の
周

知
方
法
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
の
質

疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
高
額
療

養
費
の
所
得
判
定
も
１
０
０
分
の
３
０

と
し
て
適
用
さ
れ
、
市
民
へ
の
周
知
方

法
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

全
世
帯
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
発
送

し
、
市
政
だ
よ
り
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
報
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
13
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平

成
22
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
で
あ
り
、
平
成
21
年
度

の
医
療
給
付
費
等
が
確
定
し
た
こ
と
に

伴
い
、
歳
入
が
5
億
８
千
５
４
万
６
千

円
不
足
す
る
見
込
み
が
生
じ
、
歳
出
の

第
12
款
予
備
費
か
ら
1
億
円
を
充
当

し
て
も
、
な
お
４
億
８
千
５
４
万
６
千

円
の
不
足
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
専
決

処
分
し
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算

に
そ
れ
ぞ
れ
４
億
８
千
５
４
万
６
千
円

を
増
額
し
予
算
総
額
は
と
も
に
、
80

億
８
千
２
８
３
万
５
千
円
と
な
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の

質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

個
人
情
報
保
護
審
査
会
に
個
人
情

報
保
護
制
度
の
運
営
に
関
し
て
、
実

施
機
関
の
求
め
に
応
じ
て
調
査
審
議

す
る
な
ど
の
役
割
を
加
え
る
ほ
か
、

統
計
法
等
の
改
廃
に
伴
い
、
所
要
の

条
文
整
備
を
す
る
も
の

▼
む
つ
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
お
よ
び
む
つ
市
職
員
の

勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
か
ん
が

み
、
職
員
の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支

援
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職
員
の
配

偶
者
が
育
児
休
業
し
て
い
る
場
合
に

お
い
て
も
育
児
休
業
、
育
児
短
時
間

勤
務
等
が
取
得
で
き
る
も
の
と
す
る

ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
た

め
の
も
の

▼
む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
市
た
ば
こ
税
の
税
率
を
引
き
上

げ
る
ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す

る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

給
付
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

厚
生
労
働
省
告
示
に
よ
る
診
療

報
酬
の
算
定
方
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
関
係
す
る
条
例
に
つ
い
て
所
要

の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
地
域
生
活
支
援
事
業
利
用

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
か
ん
が
み
、
同
令
を
基
準

と
し
て
定
め
る
地
域
生
活
支
援
事
業

の
利
用
料
の
負
担
上
限
月
額
を
改
定

す
る
と
と
も
に
、
む
つ
市
地
域
生
活

支
援
事
業
利
用
料
の
特
例
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
旧
大
畑
町
農
村
地
域
工
業
等
導
入

指
定
地
区
に
お
け
る
固
定
資
産
税

の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　

農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法

第
10
条
の
地
区
等
を
定
め
る
省
令
の

規
定
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
の
基
準
と
な
る
適
用
期
限
の
到
来

に
伴
い
、
旧
大
畑
町
農
村
地
域
工
業

等
導
入
指
定
地
区
に
お
け
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
た
め
の
も
の

▼
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

む
つ
市
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
基
盤
整

備
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
の
も
の

▼
町
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

県
が
行
う
九
艘
泊
総
合
流
域
防
災

工
事
に
よ
り
、
農
林
水
産
省
か
ら
県

に
所
管
換
え
さ
れ
た
国
有
林
地
を
む

つ
市
脇
野
沢
九
艘
泊
に
編
入
す
る
た

め
の
も
の

▼
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

議 会 だ よ り議 会 だ よ り



( 1 4 )( 1 5 )

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減

少
お
よ
び
青
森
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

3
月
31
日
を
も
っ
て
小
川
原
湖
広

域
水
道
企
業
団
が
解
散
し
た
こ
と
に

伴
い
、
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
を

減
少
し
、
お
よ
び
同
組
合
の
規
約
を

変
更
す
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
22
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
９
千
９
８
万
7
千
円
の
増

額
補
正
）

報　

告

▼
平
成
21
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

27
事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て
報
告

す
る
も
の

▼
平
成
21
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

国
民
健
康
保
険
税
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て
報
告
す
る

も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て(

去
る
1
月
10

日
金
谷
一
丁
目
地
内
の
市
道
に
お
い

て
発
生
し
た
自
動
車
損
傷
事
故
に
つ

い
て
、
和
解
し
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
21
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
２
億
２
千
７
４
６
万
円
の
減

額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
65
歳
未
満
の
公
的
年
金
等

受
給
者
に
つ
い
て
、
公
的
年
金
に
係

る
所
得
割
額
を
給
与
所
得
か
ら
特
別

徴
収
す
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
所
要

の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

旧
川
内
町
、
旧
大
畑
町
お
よ
び
旧

脇
野
沢
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
第
31
条
の
地

方
税
の
課
税
の
免
除
ま
た
は
不
均
一

課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場

合
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
事
業
者
が
取
得
す
る
家
屋
等

に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
の

基
準
と
な
る
適
用
期
限
を
平
成
23
年

3
月
31
日
ま
で
延
長
す
る
ほ
か
、
所

考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
ら
お
示
し
い
た

だ
き
た
い

▼
脇
野
沢
赤
坂
地
区
に
お
け
る
不
法
投

棄
に
つ
い
て

 

・
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
量
が
６
千
２
０
０

ト
ン
な
い
し
９
千
ト
ン
と
推
定
さ
れ
て

い
る
根
拠
、
撤
去
費
用
が
６
億
円
以

上
と
試
算
さ
れ
て
い
る
根
拠
、
ま
た
撤

去
方
法
に
つ
い
て
も
お
示
し
い
た
だ
き

た
い

 

・
去
る
６
月
８
日
の
行
政
報
告
に
よ
れ

ば
、
今
後
も
調
査
地
点
に
お
い
て
環
境

基
準
ま
た
は
排
水
基
準
に
つ
い
て
、
継

続
し
て
調
査
を
行
う
旨
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
調
査
を
行
う

つ
も
り
な
の
か
、
ま
た
調
査
を
継
続
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を
お
示
し
い

た
だ
き
た
い

 

・
現
在
ま
で
調
査
等
に
要
し
た
費
用
に
つ

い
て
お
示
し
い
た
だ
き
た
い

 

・
今
後
の
撤
去
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

お
示
し
い
た
だ
き
た
い

◎
横　

垣　

成　

年

▼
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

 

・
第
3
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
つ

い
て

 

・
男
女
共
同
の
む
つ
市
の
現
状
に
つ
い
て

 

・「
む
つ
み
あ
い
プ
ラ
ン
」と
市
の
男
女
共

同
参
画
の
今
後
に
つ
い
て

▼
入
札
制
度
に
つ
い
て

 
・
一
般
競
争
入
札
実
施
に
つ
い
て

▼
酪
農
畜
産
行
政
に
つ
い
て

 

・
口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

 

・
難
聴
者
用
磁
気
ル
ー
プ
に
つ
い
て

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
産
業
政
策
に
つ
い
て

 

・
沖
合
網
漁
業
の
操
業
規
制
ラ
イ
ン
へ
の

対
応
に
つ
い
て

▼
洪
水
対
策
に
つ
い
て

 

・
大
畑
地
区
本
町
地
域
排
水
路
の
改
修
に

つ
い
て

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

 

・
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
委
託
の
現

状
と
あ
り
方
に
つ
い
て

◎
斉　

藤　

孝　

昭

▼
市
職
員
の
適
正
な
人
員
配
置
と
職
員
の

労
働
環
境
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て

 

・
各
部
課
の
人
員
は
適
正
に
配
分
さ
れ
て

い
る
の
か
検
証
し
、
職
員
定
数
条
例
の

見
直
し
の
検
討
に
入
る
べ
き

 

・
時
間
外
労
働
が
多
い
職
場
や
休
暇
取
得

が
少
な
い
職
場
の
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か

▼
子
ど
も
夢
育
成
基
金
に
つ
い
て

 

・
東
北
大
会
や
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
場

合
の
遠
征
費
を
全
額
助
成
と
す
べ
き

 

・
助
成
対
象
者
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す
べ
き

▼
公
園
の
維
持
と
整
備
に
つ
い
て

 

・
代
官
山
公
園
を
気
軽
に
利
用
で
き
る
環

境
整
備
を
進
め
る
べ
き

 

・
水
源
池
公
園
の
周
辺
整
備
と
旧
大
湊
水

源
地
水
道
施
設
の
保
存
を
ど
の
よ
う

に
行
な
っ
て
い
く
の
か

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

 

・
視
覚
障
害
者
の
現
状
に
つ
い
て

 

・
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

要
の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
地
方
税
法

等
の
改
正
に
伴
い
、
基
礎
課
税
分
お

よ
び
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
課
税
限

度
額
の
引
上
げ
な
ら
び
に
非
自
発
的

失
業
者
に
係
る
課
税
の
特
例
の
創
設

の
ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る

た
め
の
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
７
億
４
千
２
０
０
万
円
の

増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
む
つ
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
４
億
8

千
５
４
万
６
千
円
の
増
額
補
正
）

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
６
月
18
日
、
21
日
、

22
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
新　

谷　
　

功

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
市
長
就
任
時
に
示
し
た
７
つ
の
公
約
に

つ
い
て
の
検
証
（
成
果
、
問
題
点
、
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

 

・
任
期
１
年
余
と
な
っ
た
現
在
、
何
か
新

し
い
施
策
、
取
り
組
み
た
い
課
題
等
を

▼
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

 

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

 

・
市
独
自
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

◎
目　

時　

睦　

男

▼ 

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
核
兵
器
廃
絶
を
支
持
し
「
平
和
市
長
会

議
」に
加
盟
す
る
考
え
が
な
い
か

▼
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

 

・
計
画
策
定
の
基
本
方
針
は
何
か

 

・
前
計
画
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
を

今
後
の
計
画
に
ど
う
反
映
す
る
の
か

 

・
１
０
０
％
実
施
に
向
け
た
自
主
財
源
確

保
策
は

▼
大
畑
町
魚
市
場
改
築
に
つ
い
て

 

・
施
設
の
現
状
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か

 

・
改
築
の
目
標
年
次
を
示
せ

▼
む
つ
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ

い
か
ん
）の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

 

・
市
民
福
祉
課
移
転
に
伴
い
、
今
後
の
管

理
運
営
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

 

・
施
設
全
体
の
今
後
の
活
用
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

◎
新　

谷　

泰　

造

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
市
役
所
職
員
の
採
用
の
公
平
、
公
正
に

つ
い
て

 

・
指
定
管
理
施
設
の
人
事
の
指
導
、
関
与

の
効
果
、
処
理
に
つ
い
て

 

・
市
役
所
職
員
の
時
間
外
勤
務
と
健
康

維
持
に
つ
い
て

 

・
入
札
制
度
と
談
合
に
つ
い
て

 

・
前
総
務
部
長
の
再
雇
用
に
つ
い
て

▼
財
政
再
建
に
つ
い
て

 

・
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
が
解
散
し
た
場
合

に
、
む
つ
市
が
財
政
再
建
団
体
に
陥
る

可
能
性
に
つ
い
て

 

・
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
の
財
政
再
建
と
む

つ
市
の
負
担
金
に
つ
い
て

 

・
赤
字
解
消
計
画
に
つ
い
て

 

・
使
用
済
核
燃
料
税
の
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

 

・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
に
つ

い
て

 

・
陸
上
競
技
場
等
の
む
つ
地
区
体
育
施
設

の
指
定
管
理
の
赤
字
の
処
理
に
つ
い
て

 

・
み
な
み
農
園
開
発
の
９
７
０
万
円
の
横

領
事
件
の
損
害
金
の
回
収
状
況
と
刑

事
告
訴
の
見
通
し
に
つ
い
て

▼
脇
野
沢
地
区
の
廃
棄
物
不
法
投
棄
に
つ

い
て

 

・ 

不
法
投
棄
関
係
者
の
刑
事
的
、道
義
的
、

政
治
的
、
社
会
的
責
任
と
企
業
名
の

公
表
に
つ
い
て

 

・
旧
脇
野
沢
村
議
会
の
総
務
文
教
常
任

委
員
長
の
報
告
に
つ
い
て

▼
道
路
整
備
に
つ
い
て

 

・
私
道
の
整
備
に
つ
い
て
（
私
道
整
備
補

助
金
交
付
制
度
と
利
用
者
救
済
に
つ

い
て
）

▼
町
内
会
施
設
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て

 

・
集
会
所
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

維
持
、
管
理
費
の
負
担
に
つ
い
て

◎
野　

呂　

泰　

喜

▼
掃
海
訓
練
に
つ
い
て

 

・
む
つ
市
に
と
っ
て
経
済
効
果
が
あ
る
掃

海
訓
練
に
つ
い
て

▼
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
都
市
計

画
道
路
に
つ
い
て

 

・
こ
れ
か
ら
の
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て

▼
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

 

・
国
民
健
康
保
険
税
の
見
通
し
に
つ
い
て

◎
浅　

利　

竹
二
郎

▼
公
約
と
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て

 

・
選
挙
時
の
公
約
を
、
自
ら
の
政
治
信

条
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に

と
ら
え
て
い
る
か

 

・
宮
下
市
政
3
年
を
経
た
現
在
、
市
長

選
出
馬
に
際
し
掲
げ
た
7
つ
の
公
約

の
達
成
度
合
い
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
か

 

・
政
権
与
党
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と

市
長
選
の
公
約
達
成
手
法
に
つ
い
て

期
す
る
と
こ
ろ
は
何
か

 

・
市
政
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
発
言
の

重
さ
、
影
響
力
の
大
き
さ
を
認
識
し

て
い
る
か

▼
中
学
校
に
お
け
る
武
道
の
必
修
化
に

つ
い
て

 

・
武
道
が
必
修
科
目
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
経
緯
に
つ
い
て

 

・
実
効
な
ら
し
め
る
た
め
の
指
導
者
の
確

保
、
養
成
に
つ
い
て

 

・
武
道
場
、
教
材
等
の
整
備
に
つ
い
て

 

・
武
道
を
必
修
科
目
に
取
り
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
保
護
者
等
か
ら
の
反

発
が
予
想
さ
れ
な
い
か

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
地
域
経
済
振
興
に
つ
い
て

 

・
居
住
用
住
宅（
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
）へ

の
支
援
事
業
創
設
に
つ
い
て

▼
河
川
行
政
に
つ
い
て

 

・
川
内
川
、
湯
野
川
砂
防
ダ
ム
か
ら
の
用

水
路
維
持
に
つ
い
て

 

・
魚
道
機
能
維
持
に
つ
い
て

 

・
湯
野
川
砂
防
ダ
ム
の
老
朽
化
対
策
に
つ

い
て

▼
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

 

・
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
の
増
配
備
計
画
に
つ

い
て

 

・
ク
マ
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ
い
て

◎
千　

賀　

武　

由

▼
公
共
施
設
の
震
災
対
策
に
つ
い
て

 

・
耐
震
基
準
へ
の
適
合
状
況
は

 

・
補
強
工
事
、
改
修
工
事
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が

▼
消
火
器
の
詰
め
か
え
助
成
に
つ
い
て

 

・
消
火
器
の
詰
め
か
え
に
助
成
で
き
な
い
か

▼
汚
職
防
止
対
策
に
つ
い
て

 

・
綱
紀
粛
正
の
指
導
は
ど
う
し
て
い
る
か

 

・
配
置
転
換
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

 

・
監
査
実
施
上
の
ポ
イ
ン
ト
は

▼
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
現
状
に
つ
い
て

 

・
小
・
中
学
校
の
指
導
に
つ
い
て

 

・
学
校
教
育
で
の
学
習
指
導
要
領
で
の
位

置
づ
け
は

 

・
保
護
者
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◎
中　

村　

正　

志

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

 

・
就
任
3
年
間
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
に

つ
い
て

 

・
7
つ
の
公
約
の
取
り
組
み
状
況
と
そ
れ

に
対
す
る
自
己
評
価
に
つ
い
て

▼
地
方
分
権
、
地
域
主
権
へ
の
対
応
に
つ

い
て

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情

報を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、一般質問における質疑応答についても詳しく掲載さ

れています。ぜひ一度ご閲覧ください。

     むつ市ホームページ
　      　    http://www.city.mutsu.lg.jp/  からご覧ください

 

・
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
採
用
計
画
に

つ
い
て

 
・
市
政
へ
の
市
民
協
働
参
画
の
推
進
と
積

極
的
な
情
報
提
供
に
つ
い
て

 

・
財
政
運
営
に
お
け
る
選
択
と
集
中
に
つ

い
て

 

・
二
元
代
表
制
と
し
て
の
市
長(

執
行
機

関)

と
議
会(

議
決
機
関)
の
関
係
に
つ

い
て

▼
公
益
法
人
制
度
改
革
に
つ
い
て

 

・
社
団
法
人
む
つ
市
脇
野
沢
農
業
振
興

公
社
に
つ
い
て

 

・
財
団
法
人
む
つ
市
教
育
振
興
会
に
つ
い
て

議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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図書館からのお知らせ

             
            
　・・ 今月の新着案内 ・・  ※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

公証人が書いたトラブルにならない相続

中国株で一山当てたい人集まれ

細野真宏の最新の経済と政治のニュースが世界一わかる本！

老楽暮らし入門

狙われるマンション

がんと一緒に働こう！

単身急増社会の衝撃

親の入院・介護が必要になったときに読む本

良い子のこころが壊れるとき

線維筋痛症がわかる本

子どもを生活習慣病にしない食卓

パンツは一生の友だち

眠れなくてつらい！を解決する本

体を強くするサラダジュース

快適な生活をつくる間取りの決め方

かんたん！愛情手作りタオルえほん・タオルおもちゃ

ケンタロウのパパパ皿

浜田美里のおうちカレー

ラブリー！ハッピー！贈るお菓子

水木しげる 人生をいじくり回してはいけない

白い河

カマフォード村の哀惜

そんな日の雨傘に

お父やんとオジさん

神の手　上・下

トリプルＡ　上・下

私の神様

薔薇を拒む

恋する空港

北 野 俊 光

邱　　 永 漢

細 野 真 宏

沢　部　ひとみ

山　岡　淳一郎

ＣＳＲプロジェクト

藤 森 克 彦

豊 田 真 弓

山 登 敬 之

戸 田 克 広

北 川 博 敏

西　村　かおる

対　馬　ルリ子

浜 内 千 波

飯 島 信 樹

いしかわまりこ

ケ ン タ ロ ウ

浜 田 美 里

加 藤 千 恵

水　木　しげる

立 松 和 平

エリス・ピーターズ

ヴィルヘルム・ゲナツィーノ

伊集院　　　静

久坂部　　　羊

黒 木　　 亮

小手鞠　る　い

近 藤 史 恵

新 野 剛 志

文学のレッスン

荒ぶる波涛

明日の空

柚子の花咲く

幕末銃姫伝

少女外道

夜行観覧車

小暮写真館

ペンギン・ハイウェイ

遺書配達人

キング＆クイーン

依頼人

王国　その4

ピッキーとポッキーのかいすいよく

ねぎぼうずのあさたろう　その8

ボクらはオコジョのおまわりさん

おでんさむらい ひやしおでんのまき

かぶと四十郎 夕陽のカブトマンの巻

ＳＬれっしゃだいさくせん

幕末・維新人物大百科　上・中・下

地理・自然クイズ

プロ野球全選手名鑑2010

ピーティ

くまのつきのわくん

夜空の訪問者

アイデアはどこからやってくる？

ぼくんちのテディベア騒動

時計塔のある町

歌人　本山栄一の二十代

丸 谷 才 一

津 本　　 陽

貫 井 徳 郎

葉 室　　 麟

藤　本　ひとみ

皆 川 博 子

湊　　　かなえ

宮　部　みゆき

森　見　登美彦

森 村 誠 一

柳　　 広 司

結 城 五 郎

よしもとばなな

あらしやまこうざぶろう

飯 野 和 好

きむらゆういち

内　田　麟太郎

宮 西 達 也

横 溝 英 一

藤 田 英 昭

ワン・ステップ

ポ プ ラ 社

ベン・マイケルセン

片 山 令 子

斉 藤　　 洋

岩 井 俊 雄

クリス・ダレーシー

藤　江　じゅん

本山栄一研究会

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

詳しくは市立図書館へ
(28-3500　    28-3400

8月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 & & & &

　　　　　　　  は休館日です

2010 夏休み子ども映画劇場～むつ市立図書館～
　図書館では、夏休み期間中にアニメの上映会を行います。あすなろホールの大きなスクリーンで、迫力ある音と映

像をご家族一緒にお楽しみください。

　上映時間は午前10時からで 1回のみの上映となります。みなさんのご来場をお待ちしています。

上映日 タイトル

8月 1日（日）
ピカチュウのおばけカーニバル

（45分）

8月 2日（月）
ちびまる子ちゃん
「お姉ちゃんの誕生パーティーの巻」

ほか4話（118分）

8月 3日（火）
おでんくん
「さつまどんは寝ているの巻」

ほか6話（55分）

8月 4日（水）
かいけつゾロリ
「ちかいのホームラン」

ほか2話（75分）

8月 5日（木）
はじめましてトーマスシリーズ
「いつでもジェームスといっしょ！」

（43分）

上映日 タイトル

8月 6日（金）
ピカチュウのなつまつり

（45分）

8月 7日（土）
ちびまる子ちゃん
「友蔵まる子の俳句をほめまくるの巻」

ほか4話（118分）

8月 8日（日）
ドラえもん のび太とふしぎ風使い

（83分）

8月 9日（月）
おでんくん
「おかしな二人の奇妙な体験の巻」

ほか6話（55分）

8月10日（火）
かいけつゾロリ
「にんじゃ大さくせん」

ほか2話（75分）

&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&
&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&

 ～ むつ市立図書館 夏休みイベント ～

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』
受
講
生
募
集
中
！

　

『
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
で
は
、

中
高
年
の
初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た

講
座
を
次
の
日
程
に
よ
り
市
中
央
公

民
館
に
て
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
②
】

　

キ
ー
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
実
際
に
文
字
の
入
力
方
法
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

〈
い
つ
〉8
月
18
日（
水
曜
・
午
前
）

【
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
③
】

　

少
し
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
、
簡

単
な
文
章
の
入
力
や
ウ
イ
ン
ド
ウ
の

移
動
の
仕
方
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

〈
い
つ
〉8
月
5
日（
木
曜
・
午
前
）

【
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
④
】

　

メ
モ
帳
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
機

能
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

〈
い
つ
〉

8
月
4
日（
水
曜
・
午
後
）・
9
日（
月

曜
・
午
前
）・
19
日（
木
曜
・
午
後
）・

24
日（
火
曜
・
午
前
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座
①
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
お
気
に
入

り
の
使
い
方
や
印
刷
の
し
か
た
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

〈
い
つ
〉

8
月
2
日（
月
曜
・
午
後
）・
11
日（
水

曜
・
午
前
）・
17
日（
火
曜
・
午
後
）・

26
日（
木
曜
・
午
前
）

※
午
前
の
部
は
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
、
午
後
の
部
は
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
で
す

※
「
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
④
」、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
講
座
①
」は
、
各

4
回
開
講
し
ま
す
が
、
ど
の
日
程
に

ご
参
加
い
た
だ
い
て
も
講
座
の
内
容

は
同
じ
で
す
。

◆
講
座
の
申
込
方
法
等

〈
ど
こ
で
〉中
央
公
民
館
2
階
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

〈
定
員
〉

　

各
講
座
・
各
日
程
と
も
各
10
名

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
と
な
り
ま
す
）

〈
受
講
料
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
そ
の
他
〉

　

講
習
会
以
外
の
日
で
も
、
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
に
関
す
る
ご
質

問
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
8
月
30
日（
月
）休
み

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
市
I
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(
29

－

３
７
７
７

【こわいおはなし会】
　こわい話は好きですか？ こわい話、ふしぎな話を集め

てみました。妖怪クイズもあるよ！

〈い　つ〉8月 5日（木）・午後2時～3時

〈どこで〉市立図書館集会室

〈対象年齢〉 小学生以上

〈参加費〉 無料

　※当日は時間までにお越しください
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下北文化会館・大ホール8月の催し物案内

〈詳しくは〉

下北文化会館 (22-8411

J  3 日（火）12:45 ～ 14:30……………………………《 無　料 》
 ＮＨＫ学校音楽コンクール 下北地区大会 

J 18 日   （水）    10:00 ～17:00 ……………………………《 関係者 》
 青森県高等学校教育研究会

　　　　　　　第 55回工業教育研究大会
J 19 日（木） 9:00 ～ 12:00 ……………………………《 関係者 》
 青森県高等学校教育研究会

　　　　　　　第 55回工業教育研究大会

J 28 日（土）18:00 ～ 20:00………………………… 《 400 円 》
 大湊高校吹奏楽部 第 31 回定期演奏会 

【下北文化会館自主事業のお知らせ】
　７月 31日（土）…サマースクール（夏休み親子英語教室）

　９月  3 日（金）…角笛シルエット劇場

★HP開設しました！
 http://www.shimobun.com

Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  ～時間はいずれも午前10時から11時30分まで～

　「英会話教室って、何か難しそうだなぁ～」なんて思っている方、気軽に外国人とおしゃべりしてみませんか？

　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流員のエイミー・ミラー〈Amy Miller〉）に日本語でも英語でも

構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。

〈いつ・どこで〉

  8 月 10 日（火）・市立図書館

  8 月 17 日（火）・中央公民館

  8 月 24 日（火）・市役所本庁舎（図書コーナー）

  8 月 31 日（火）・市立図書館

※お好きな時間だけで構いません。複数のお客様がいらっしゃったときは、みんなで一緒に会話をする形式とな

りますのでご了承ください。

Let 's 国 際 交 流  ～国際交流員 エイミー・ミラーからのお知らせ～

ワンポイント・アメリカン・カルチャー

　今年出産する友達が7人ほどいます。日本では、出産祝いとしてお金をプレゼントするイメージがありま

すが、アメリカではそういう事はしません。赤ちゃんが生まれて数日後は、パパとＢＢＱをしたり、生まれた

子供の自慢話をみんなで聞いて、パパと子供に乾杯したり、ママが調理しなくていいように、夕食を作って持っ

ていったりというような出産祝いをします。

〈問合せ・申込先〉
市企画調整課国際交流担当

( 22-1111 内線 2315

弘前大学連続講演会開催のお知らせ

　弘前大学講師陣による講演会を 3回にわたり開催し
ます。今年度のテーマは「若者の就労問題について考え
る」です。
　第 1回目の内容は次のとおりです。

〈問合せ先〉
市生涯学習課( 22-1111内線3144

中央公民館からの
お知らせ

(24-1224

　第17回 むつ市公民館まつり
　　「フリーマーケット」出店者募集

　今年も公民館まつり実行委員会では公民館まつりの期

間中、「フリーマーケットを開催します。出店を希望され

る方は、次の内容を確認のうえお申込みください。みな

さまの出店をお待ちしています。

〈い　つ〉8月 28日（土）・午前9時～午後4時

8月29日 （日）・午前9時～正午

〈どこで〉 中央公民館 講堂

〈出店料〉8月 28日（土） …500 円 ・8月29日（日）…300 円

※1区画（2m×2m）で、両日とも12区画を募集します。

〈申込方法〉

　8月12日（木）午前8時 30分から電話または中央公

民館窓口で受付します。

　お申し込みの際、出店希望日、お名前、住所、当日連

絡のできる電話番号を確認させていただきます（先着順）。

〈その他〉

・両日とも、出店日当日午前8時 30分に区画の抽選を

行います。お申し込みをされた方は抽選開始時刻ま

でに会場へお集まりください。

・公民館の備品等は貸出しできません。

むつ市民大学ゼミナール受講生募集！
　8月2日（月）午前8時 30分から受付開始！

　お申し込みはお電話で！

〈テーマ〉 ヨーガ

〈どんな〉 いきいき簡単ヨーガ（初心者向け）

〈い　つ〉9月1日・8日・15日・22日・29日

　　　　 いずれも水曜日 午後1時～3時

〈どこで〉 中央公民館 婦人研修室

〈講　師〉 中島 敬子 氏

〈教材費・定員〉 無料・20名

〈準備するもの〉 動きやすい服装

〈テーマ〉 川柳

〈どんな〉 川柳を楽しもう

〈い　つ〉9月 6日・13日・10月 4日・11日・11月1日

　　　　 いずれも月曜日 午後1時～3時

〈どこで〉 中央公民館 第一会議室

〈講　師〉 杉本 政蔵 氏

〈教材費・定員〉 無料・20名

〈準備するもの〉 鉛筆、消しゴム

〈テーマ〉 写真

〈どんな〉 はじめてのデジタルカメラ

〈い　つ〉9月 7日・14日・21日・28日・10月5日

　　　　 いずれも火曜日 午後1時～3時

〈どこで〉 中央公民館 第一会議室、ＩＴルーム

〈講　師〉 川村 光雄 氏

〈教材費・定員〉 無料・20名

〈準備するもの〉 デジタルカメラ、取扱説明書

※定員になり次第締切となります。

その他のゼミナールについては、順次お知らせします。

　第60回 下北美術展
　　（児童・生徒の部）展覧会

　むつ・下北管内小中学校の児童・生徒の入賞作品を展

示します。

　絵画・版画・書道の900点近い作品を一堂に見ること

ができますので、学年ごとの特色や成長を感じていただけ

ると思います。

　入場は無料ですので、ぜひこの機会にご観覧ください。

〈い　つ〉８月7日（土）～22日（日）

午前９時～午後５時まで

〈どこで〉 中央公民館展示ホール・講堂

〈詳しくは〉 下北地方公民館連絡協議会（中央公民館内）

〈い　つ〉8 月 26 日（木）
　　　　 午後 6時 30 分～ 8時 30 分
〈どこで〉 下北文化会館  2 階視聴覚室
〈演　題〉 「若者の雇用について
　　　　　　　～職場定着と仕事を楽しむ能力～」
〈講　師〉 学生就職支援センター

　　　　 　　　准教授 小磯重隆 氏

〈その他〉 本講演会は、あおもり県民カレッジ、高校生
　　　　 スキルアッププログラム認定講座です。

City Information（２０１０年・第７２５号）City Information （２０１０年・第７２５号）
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第
29
回
田
名
部
高
校

 　
　
　
　
　

同
窓
生
の
集
い

〈
い
つ
〉8
月
15
日（
日
）午
後
4
時
〜

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
会
費
〉３
、０
０
０
円 

※
チ
ケ
ッ
ト
制

〈
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
〉

む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

(
22

－

２
３
３
１

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
む
つ
横
迎
町
店

(
22

－

８
８
３
５

※
会
場
で
当
日
券
も
販
売
し
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

　

8
名
以
上
で
参
加
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
は
、
予
め
ご
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
テ
ー
ブ
ル
を
確
保
し
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
主
管
〉第
18
期
生･

第
28
期
生･

第
38

　
　
　

期
生･

第
48
期
生･

第
58
期
生

・「
光
の
不
思
議
な
世
界
を
調
べ
よ
う
」

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

〈
そ
の
他
〉

　

7
月
・
8
月
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
科
学
技
術
館

(
25

－

２
０
９
１

　

: http://w
w
w
.jm
sfm
m
l.

or.jp/m
sm
.htm

 

大
畑
ふ
る
さ
と
祭
り
・

 　
　
　
　

花
火
大
会
開
催
！

　

今
年
も
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉8
月
15
日（
日
）午
後
1
時
〜

〈
ど
こ
で
〉大
畑
漁
港
特
設
ス
テ
ー
ジ

〈
ど
ん
な
〉

　

開
会
式
〜
あ
す
な
ろ
保
育
園
・
こ

す
も
す
幼
稚
園
・
大
畑
中
央
保
育

所
の
園
児
た
ち
に
よ
る
演
技
披
露

〜
大
畑
消
防
団
創
立
１
０
０
周
年
イ

ベ
ン
ト
〜
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
演
奏

〜
ラ
イ
ブ
・
ソ
ニ
ア
（
弘
前
市
出
身
）

〜

ラ

イ

ブ
・

タ

カ

チ

ャ

（
八
戸
市

出
身
）
〜

花
火
大
会（
午
後
8
時
〜
）

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

大
畑
町
商
工
会  

(
34

－

３
５
０
０

お
知
ら
せ

各
種
催
し
・
講
座 

等

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
7月1日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 75円 73 ～ 76 75円

☆ 18ℓ配達価格 1,377円 1,286 ～ 1,440 1,363円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,109円 4,908 ～ 5,302 5,109円

☆ＬＰガス 10ｍ3 8,351円 8,029 ～ 8,712 8,415円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 136円 134 ～ 137 136円

☆軽油 1ℓ現金 113円 111 ～ 114 113円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

〈
詳
し
く
は
〉

田
名
部
高
校
同
窓
会
実
行
委
員
会

（
第
38
期
生
・
昭
和
61
年
卒
）

副
委
員
長 

山
田（
旧
姓
斎
藤
）真
澄

( 

０
９
０

－

４
０
４
１

－

８
５
５
９

　

事
務
局 

中
野
敬
三

( 

０
９
０

－

１
３
７
３

－

８
７
４
６

 

平
成
22
年
度
大
湊
高
校

 　
　

「
同
窓
生
の
集
い
」
開
催

　

集
え
ば
気
分
は
「
大
高
生
」。
ぜ
ひ
、

仲
間
ど
お
し
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
飲
ん
で
、
語
っ
て
、

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

〈
い
つ
〉8
月
15
日（
日
）午
後
6
時
〜

〈
ど
こ
で
〉プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
会
費
〉４
、０
０
０
円

 

※
20
歳
未
満
は
１
、０
０
０
円

〈
そ
の
他
〉

・
参
加
さ
れ
る
方
は
、
8
月
13
日
ま

で
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
ご

一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。。

・
昨
年
の
様
子
を
大
湊
高
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

大
湊
高
校
同
窓
会
事
務
局　

岩
崎

( 

24

－

１
２
４
４

+ d
o
so
k
a
i-o
m
n
.h
@
a
sn
.e
d
.jp

むつ市情報ポケット

募
集
し
ま
す

春 夏 秋 冬
短　歌

帰
省
せ
る
息
子
の
た
め
の
烏
賊
刺
し
を
並
べ
て
待
て
ど
夕
餉
に
戻
ら
ず

高　

橋　

ま
り
子

雨
音
に
夜
半
を
目
覚
め
て
乾
き
ゐ
し
畑
へ
浸
み
ゆ
く
音
と
聞
き
を
り

浜　

田　

さ
つ
子

回
復
の
兆
し
み
え
き
し
相
棒
と
藤
の
さ
ゆ
ら
ぐ
庭
に
草
引
く

立　

花　

惠　

子

美
し
く
咲
き
そ
ろ
い
た
る
花
ば
な
は
自
分
の
い
の
ち
燃
ゆ
る
証
し
に

浅　

利　

史　

子

俳　句

た
う
た
う
と
早
瀬
お
ど
り
し
若
葉
風

篠　

塚　

マ　

サ

若
楓
風
ぬ
く
庫
裡
に
法
話
聞
く

三　

国　

満　

子

緑
陰
や
男
が
天
下
を
取
る
は
な
し

太　

田　

嶺　

伸

桜
桃
忌
謙
虚
な
人
生
母
思
ふ

石　

鳥　

き
く
江

世
渡
り
も
見
習
う
べ
き
や
蟻
の
国

岡　

田　

波　

江

粘
着
の
テ
ー
プ
か
ざ
し
て
蟻
を
追
う

加　

藤　

酔　

歩

桜
咲
く
花
び
ら
一
枚
母
の
茶
に

佐　

藤　

功　

子

桜
舞
ふ
眼
下
に
青
き
砂
嘴
の
浦

永　

倉　

み　

つ

夏
暖
簾
風
に
ま
く
れ
し
そ
の
ま
ま
に

前　

沢　

明　

子

休
日
の
先
づ
は
珈
琲
夏
暖
簾

中　

西　

か
つ
よ

夕
間
暮
れ
一
村
つ
つ
む
代
田
か
な

宮　

下　

淑　

子

受
付
に
一
輪
ざ
し
の
薔
薇
匂
ふ

工　

藤　

千
紗
子

川　柳

富
山
か
ら
薬
屋
が
来
て
冬
は
じ
め

相　

馬　

藤　

花

バ
ン
ザ
イ
を
し
て
も
7
月
熱
い
だ
け

石　

倉　

岳　

人

 

む
つ
科
学
技
術
館
だ
よ
り

【
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
】

　

イ
ベ
ン
ト
期
間

中
は
、
ビ
デ
オ
上

映
や
、
簡
単
で
楽

し
い
お
も
ち
ゃ
が

作
れ
る
「
ち
び
っ
こ

工
作
教
室
」な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
家
族
や
お
友
達
と
一
緒
に
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
！

7
月
19
日（
月
）〜
8
月
22
日（
日
）

○
ビ
デ
オ
上
映

〈
い
つ
・
ど
ん
な
〉

 

①
午
前
10
時
〜
・
ま
ん
が
偉
人
物
語

『
野
口
英
世
／
レ
ン
ト
ゲ
ン
』（
25
分
）

②
正
午
〜
・
怖
い
け
ど
知
り
た
い

体
の
話
「
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
！
お
腹
の

中
で
内
臓
は
固
定
さ
れ
て
い
る

の
？
」（
15
分
）

③
午
後
３
時
〜
・
世
界
絵
本
箱
シ

リ
ー
ズ
「
怪
獣
た
ち
の
い
る
と
こ

ろ
」他
2
本（
35
分
）

○
ち
び
っ
こ
工
作
教
室

　

つ
く
っ
て
た
い
け
ん
工
作
コ
ー

ナ
ー
に
て
、「
の
ぼ
り
虫
く
ん
を
つ

く
ろ
う
！
」を
開
催
し
ま
す
。
開
催

時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
理
科
実
験
・
観
察（
日
曜
の
み
）

・「
超
低
温
の
世
界
を
調
べ
よ
う
」

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

 

第
５
回
む
つ
市
花
火
大
会

 

開
催
の
お
知
ら
せ

〈
い
つ
〉8
月
6
日（
金
）

午
後
7
時
30
分
打
上
げ

〈
ど
こ
で
〉大
平
岸
壁

〈
そ
の
他
〉

　

詳
し
く
は
８
月
４
日
（
水
）の
朝

刊
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

（
社
）む
つ
市
観
光
協
会

  

(
23

－

１
３
１
１

 

発
団
40
周
年
記
念
事
業

 

『
ス
カ
ウ
ト
の
森
へ
よ
う
こ
そ
』

　

市
民
の
み
な
さ
ま
方
、
ま
た
、
旧

27
団
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ス
カ
ウ
ト
・
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉8
月
29
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
2
時

〈
ど
こ
で
〉イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
ど
ん
な
〉

（
1
）40
年「
活
動
の
歩
み
」

（
2
）
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
ピ
ザ
他

（
3
）ゲ
ー
ム
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

〈
ど
ん
な
〉

・
当
日
5
時
30
分
か
ら
、
む
つ
グ

リ
ー
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
祝
賀

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当
日

参
加
大
歓
迎
！
（
４
、０
０
０
円
）

・
随
時
体
験
入
隊
お
よ
び
ス
カ
ウ

ト
を
募
集
し
て
い
ま
す

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
青
森
県
連
盟

む
つ
第
１
団（
高
瀬
歯
科
医
院
内
）

団
事
務
局
三
浦
(
22

－
１
３
６
６

 

第
３
回
早
掛
キ
ャ
ン
プ
場

 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ま
つ
り
開
催 

　

山
上
進
「
三
味
線
ラ
イ
ブ
」
や

お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
る
よ
！　
　

〈
い
つ
〉
8
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

〈
ど
こ
で
〉早
掛
キ
ャ
ン
プ
場

〈
入
場
料
〉1
人
１
、０
０
０
円

※
焼
き
肉
セ
ッ
ト
（
牛
肉
２
５
０
グ
ラ

ム
・
野
菜
・
タ
レ
・
箸
・
皿
）
引
換

券
代
と
し
て
、
小
学
生
未
満
無
料

〈
販
売
期
間
・
場
所
・
販
売
枚
数
〉

8
月
2
日（
月
）〜
20
日（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

早
掛
キ
ャ
ン
プ
場
、
む
つ
来
さ
ま

い
館
、
む
つ
商
工
会
議
所
（
土
日
除

く
）・
２
５
０
枚　

※
払
戻
不
可

〈
焼
き
肉
セ
ッ
ト
と
の
引
き
換
え
〉

当
日
午
前
9
時
〜
午
後
1
時
、
早

掛
キ
ャ
ン
プ
場
に
て

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
当
日
午
前
10
時

〜
午
後
1
時
、
む
つ
来
さ
ま
い
館
に
て

〈
そ
の
他
〉

・   

コ
ン
ロ（
3
〜
6
人
で
一
組
）、
網
、
炭
、

デ
レ
キ
、
団
扇
を
お
貸
し
し
ま
す

・   

飲
み
物
の
持
ち
込
み
は
自
由
で
す

・   

追
加
の
肉
や
飲
み
物
は
場
内
で

も
販
売
し
ま
す

〈
問
合
せ
先
〉

早
掛
キ
ャ
ン
プ
場(

23

－

８
６
８
６

 

第
１
回
マ
イ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ン

 

コ
ン
テ
ス
ト
ア
イ
デ
ア
募
集

 　

節
約
で
き
て
環
境
に
や
さ
し
い
、

簡
単
に
で
き
る
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ

デ
ア
、
や
っ
て
い
て
楽
し
く
長
続
き

で
き
る
こ
と
な
ど
、
そ
ん
な
マ
イ
Ｅ



( 2 2 )( 2 3 )

Ｃ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
大
募
集
！

〈
応
募
資
格
〉

　

む
つ
市
、
東
通
村
、
ま
た
そ
の

近
郊
に
お
住
ま
い
の
方

〈
応
募
方
法
〉

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
・
持
参
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
い

ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
む
つ
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま
す

〈
応
募
締
切
〉8
月
31
日（
火
）

〈
発
表
予
定
〉

　

9
月
上
旬
頃
に
各
賞
入
選
者
へ

直
接
通
知
し
ま
す

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
小
川
町
２
ー
11
ー
４

む
つ
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局 

菊
池

( 

22

－

２
２
８
２

    

22

－

０
１
６
７

 

第
26
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
中

 　

防
災
意
識
の
一
層
の
高
揚
を
図
り
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
日
頃
か
ら
具
体
的
な
「
備
え
」

を
実
践
す
る
国
民
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
防
災
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

〈
募
集
対
象
〉

①
幼
児
・
小
学
１
〜
４
年
生
の
部

②
小
学
5
・
6
年
生
の
部

③
中
学
生
・
高
校
生
の
部

④
一
般
の
部

〈
募
集
作
品
〉

　

地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
台
風
、

育
館
、
大
平
中
学
校
体
育
館
ほ
か

〈
種　

目
〉

　

６
人
制
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ 

ブ
ロ
ッ
ク
別

〈
参
加
資
格
〉

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
制
限
な
し
。
Ｂ

ブ
ロ
ッ
ク
は

次

の

大

会

（
※
）に
出
場

し
た
こ
と
の

あ
る
方
に
つ

い
て
は
、
登
録
３
名
ま
で
・
常
時

出
場
２
名
ま
で
。
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
は

５
年
以
内
に
次
の
大
会
に
出
場
し

た
方
は
認
め
な
い
（
女
性
に
つ
い
て

は
制
限
な
し
）。

※ 

県
協
会
主
催
大
会
・
県
民
体
育
大
会
・

北
奥
羽
体
育
大
会
・
高
体
連
主
催
大
会

〈
競
技
規
則
〉

　

平
成
22
年
度
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
制
定
６
人
制
競
技
規
則

（
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
制
）

〈
参
加
料
〉１
チ
ー
ム
１
５
、０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
時
に
納
付

〈
チ
ー
ム
編
成
〉１
チ
ー
ム
15
人
以
内

（
リ
ベ
ロ
１
名
以
内
）

〈
申
込
締
切
〉

　

８
月
25
日（
水
）午
後
４
時
ま
で

〈
申
込
方
法
〉

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
要
項
・
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〈
代
表
者
会
議
〉

　

９
月
16
日（
木
）午
後
７
時
〜

　

下
北
文
化
会
館
に
て（
予
定
）

〈
参
加
条
件
〉

 

・
審
判
員
の
割
り
当
て
が
あ
る
の
で
、

資
格
の
あ
る
者
を
2
名
登
録

　

※
新
チ
ー
ム
は
審
判
講
習
参
加
が
条
件

 

・
チ
ー
ム
名
が
は
っ
き
り
わ
か
る
ユ

ニ
ホ
ー
ム
を
着
用

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

（
む
つ
市
山
田
町
2

－

7
）飛
林 

宛

(
24

－

３
８
３
０（
F
A
X
兼
用
）

+ m
v
a
k
o
h
o
@
y
a
h
o
o
.c
o
.jp

む
つ
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

: http://m
tvolley

kyokai.w
eb.fc2.com

/

むつ市情報ポケット

不用品活用登録銀行
　市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品のあっ
せんをしています。お気軽にご連絡ください。なお、有
償での取り引きはご遠慮ください。

ゆずります（受付期間7月26日～8月2日）

田名部中制服（冬用）、田名部中リュック、田名部高校制服
（夏用）、じゅうたん（250cm四方 1枚）、2 ﾄﾞｱ冷蔵庫、オイル
ヒーター（1400W）、エレクトーン、介護用ベッド、デスクトッ
プ型パソコン（SOTEC）、大人用自転車（ピンク）、折りたたみ
自転車（中学生以上）、トラック競技用自転車、トライアスロ
ン用自転車、スキューバダイビングセット（ボンベ・足ひれ等）、
学習机（机と引出し別々）、空気清浄器、炊飯器（5合炊き）

ゆずってください

ガーデニング用の花車かリヤカー、チャイルドシート、電動ルー
ムランナー、シングルベッドマット、煙突式床暖ストーブ

〈詳しくは〉 

むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）

(22-1111内線 2643

豪
雨
、
豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害
を

対
象
と
し
た
「
防
災
」に
関
す
る
も

の
。（
火
災
な
ど
人
的
要
因
に
よ
る
災

害
は
除
く
）

〈
応
募
締
切
・
受
付
時
間
〉

9
月
30
日（
木
）※
当
日
消
印
有
効

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
1

時
〜
6
時 

※
土
日
祝
日
除
く

〈
そ
の
他
〉

・
審
査
結
果
は
、
入
選
以
上
の
受
賞

者
へ
の
通
知
を
も
っ
て
発
表
と

し
ま
す（
12
月
頃
）

・
優
秀
作
品
は
「
防
災
週
間
ポ
ス

タ
ー
」な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
電
話
ま
た
は
事
務
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い

〈
問
合
せ
・
応
募
先
〉
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３
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つ
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会
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第
40
回
木
村
杯
争
奪
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

新
規
チ
ー
ム
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

〈
い
つ
〉平
成
22
年
10
月
１
日（
金
）

〜
平
成
23
年
２
月
23
日（
水
）

〈
ど
こ
で
〉

市
民
体
育
館
、
む
つ
工
業
高
校
体

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課(22-1111 内線 2573・2582
 川内庁舎市民福祉課                       (42-2111
 大畑庁舎市民福祉課                       (34-2111

 　　　 脇野沢庁舎市民福祉課                  (44-2111

今月の“ピカピカ賞”
　6月の３歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろんの

こと、治した歯が１本もないお子さん達です。これからも

　”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

二本栁　瑛　玲 くん 鈴 木 遥 菜 ちゃん
川 上 玲 佳 くん 大 平 一 葉 ちゃん
南 澤 慧 海 くん 室 舘 奏 楽 ちゃん
水　野　安朱菜 ちゃん 坪 田 佑 太 くん
大久保　参　斗 くん 田 澤 凜 華 ちゃん
川 村 侑 生 くん 工 藤 優 作 くん
工 藤　　 彩 ちゃん 菊 池 亜 美 ちゃん
村 市 蓮 斗 くん 髙 橋 藍 東 くん
坂　井　ひかり ちゃん 日　山　莉歩那 ちゃん
川 口 み く ちゃん 中　村　昇太郎 くん
丸 山 琴 花 ちゃん 野 村 悠 羽 くん
～ お子さんの歯みがき後は、お家の方の

　　 仕上げみがきを習慣にしましょう！～

8 月 の 在 宅 当 番 医
　時間は午後７時から午後10時までです。また、都合により当番医が変

更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

小 野 胃 腸 科 内 科 医 院

角 田 整 形 外 科 医 院

菊 池 医 院

佐 藤 小 児 科 医 院

北村医院むつレディスクリニック

( 22-4717

( 22-7945

( 24-1276

( 22-3828

( 22-2135

8 月 の 献 血 受 付 日 程

☆　       1　日（日）

☆　       8　日（日）

☆ 15　日（日）

☆　22 日（日）

☆　29 日（日）

3日（火）県合同庁舎 9:30 ～ 11:20

20日（金）
（株）木村鉄工所

ケーズデンキむつ店

10:30

13:00

～

～

11:30

16:30

21日（土）ホームセンターツルヤ大畑店
9:30

13:00

～

～

11:30

16:00

腸炎ビブリオ食中毒警報発令

　青森県では、海水温・気温の上昇に伴い、県内で

の腸炎ビブリオ食中毒の発生が予測されることから、

腸炎ビブリオ食中毒警報を発令しました。

　次のことに注意して食中毒を防止してください。

 ・海水中に生息し、魚介類に付着しているので、

刺身は 『刺身用』、『生食用』の表示がある物を購

入し、早めに食べましょう。

 ・調理する場合は、魚介類を流水でよく洗い、中

心部までしっかり加熱しましょう。

 ・まな板や包丁などは、洗浄後、さらに熱湯で消

毒しましょう。

 ・調理前後は、せっけんでしっかり手を洗いましょ

う。

 ・法事などで出された料理、特に刺身は絶対に持

ち帰らないようにしましょう。

2日（月）

海上自衛隊岸壁

海上自衛隊造修補給所

海上自衛隊総監部

10:30

13:15

15:10

～

～

～

11:30

14:30

16:10

ハローベビー教室
～夫婦での参加大歓迎～

　安心して妊娠・出産を迎えるために「ハローベビー教室」を
開催します。4回シリーズで、毎回実技を中心に学習します。
　1回目の赤ちゃんのお風呂の時には、だれでも妊婦さ
んになれる「妊婦シミュレーター」も体験できます。
　ぜひ夫婦で参加してみませんか？
〈対　象〉今年4月～6月末に妊娠届を出された方。転入され
　　　　 た妊婦さん、むつ市に里帰りしている妊婦さん
〈いつ・どんな〉

8月 4日（水）・赤ちゃんのお風呂の入れ方
・パパも妊婦さんになってみよう！

8月10日（火）・自信を持って楽なお産
・おっぱいの不思議
・やってみよう妊婦体操

8月17日（火）・歯科健診・お口の健康
・赤ちゃんのために健康生活

8月26日（木）・産後の過ごし方～お母さんと赤ちゃんの心と体～

・お父さん、お母さんへ～赤ちゃんからのメッセージ～

〈どこで〉下北文化会館 検査検診室・集会娯楽室
〈時間〉午後6時 30分～8時頃（受付午後6時15分～）
〈準備するもの〉母子健康手帳 バスタオル１枚

マタニティクッキング教室
～こちらも夫婦での参加大歓迎～

　妊娠中は、お腹の赤ちゃんのためにも食事が気になる
時です。今こそ、食事について再確認してみませんか？
　調理実習を中心に、「簡単！手軽に！栄養いっぱい！楽
しく料理」をモットーに、産後の離乳食作りも含めて楽し
くお料理しましょう。
〈対　象〉 妊婦さんとご家族
〈い　つ〉9月 2日（木）
〈どこで〉 下北文化会館 調理実習室

両教室とも、お電話でお申し込みください。

〈問合せ・申込先〉
市健康推進課(22-1111内線 2572
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   　歯ッピー通信  　　　～ 今回のテーマは『知っていますか？ 8020 運動』～

　8020は、「ハチマルニイマル」と読みます。聞いたことがある方も、多いのではないでしょうか？

　8020運動とは、80歳になっても自分の歯を、20本以上保ちましょうという運動です。

　乳歯は20本、永久歯は親知らずを除くと28本あります。20本以上自分の歯があれば、良くかむことができるた

めおいしく食事をとることができます。豊かな食生活は「質の高い生活」の基本であるといえます。

　歯を失う大きな原因はむし歯と歯周病ですが、乳幼児期から良い生活習慣を身につけ、定期的に歯科医院にかかり、

お口の管理をしていくことで防ぐことが出来ます。

　8020運動は生涯自分の歯で食べることを通して満足のいく食生活を送り、日常生活での満足感、幸福感、安心感

等の「生活の質の向上」を求める運動です。失ってから気づく、歯の大切さ。

　乳幼児期から家族みなさんで協力しながら歯を守りましょう。

★歯の検診のお知らせ★

　この検診は、市内歯科医療機関（一部を除く）で希望日に受けられる検診です。節目年齢にお口の中を見直しませんか？

　〈対象者〉平成22年４月１日～平成23年 3月31日までに、40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳になる方

　〈検診内容〉問診と口腔内診査等

　〈検診料〉無料

　〈申込方法〉お電話等で健康推進課へお申し込みください

　　※次回は 『乳幼児歯科健康診査の現状①』 をお伝えします

30

〈詳しくは〉

市健康推進課保健担当

( 22-1111内線 2583

　＊血圧や糖尿病関連の結果が正常値より高い方は、受診者の約半数におよびます＊

◆血圧が高い状態が続くと・・・

　動脈硬化を起こしやすく、血管が切れたり、詰まったりして心筋梗塞や脳卒中を引き起こすことにもつながりか

ねません。軽く思われがちな血圧ですが、実はからだの危険を知らせてくれるとっても大事なバロメーターなのです。

　1回の測定値だけでは決められませんので、定期的なチェックが大切です。

◆糖代謝検査って？

　検査結果でも堂々 2位に輝いた糖代謝。これは糖尿病関連の検査のことです。実は、むつ市は糖尿病の方が多い

というデータがあります。糖尿病の初期ははっきりした症状がないこともあり、血糖が高い状態でもそのまま放置

していることが少なくありません。合併症も心配な「糖尿病」。何より早期に手を打つことが大事です。

●有所見者（検査結果が正常値より高い方）の年齢構成●

〈健診日程のご案内〉

健診日 会　　場

特定健診 胃がん検診
肺がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
肝炎ウィルス健診

子宮がん検診
乳がん検診むつ市国保

国保以外の
被扶養者

9月  5日 (日 ) 脇野沢地域交流センター ○ ○ ○ ×
9月11日 (土 ) むつリハビリテーション病院 ○ × ○ ×
9月13日 (月 ) ふれあいかん (大畑 ) ○ × ○ ○（午後）
9月27日 (月 ) ふれあいかん (大畑 ) × × × ●（夜間）
9月28日 (火 ) 下北文化会館 × × × ●（夜間）

〈その他〉

　・定員になり次第締め切ります。早めのお申し込みをお願いします。

　・一部受診できない医療保険もありますので、お申し込みの際にご確認ください。

　・その他の健診日程や内容、料金等については「健康づくりカレンダー」をご覧ください。

　次回は「平成 21年度健診結果から②」をお伝えします。

〈問合せ・申込先〉
国保加入者の特定健診および各種がん健診：市健康推進課または各分庁舎市民福祉課
国保以外の被扶養者の特定健診：（財）青森県総合健診センター( 017-741-2336 

●多い所見（検査値が正常値より高い）ベスト4●
順　位 所　　　見 割　合（％）
１ 血　　　圧 55.2
２ 糖代謝（糖尿病関連） 48.3
３ 肝　機　能 32.4
４ 脂　　　質 18.8

～平成 21年度健診結果から①～

　それぞれの検査項目で、年齢構成をみてみると、60歳代・70歳代が圧倒的に多いのがわかります。これは健診受

診者の年齢層と同じです。注目したいのは、肝機能と脂質の検査において、他の検査に比べ若い世代（特に 40歳代）

の占める割合が多いということです。

　食事や運動等々・・・生活習慣を見直す必要性を感じます。

●健診受診で大事なこと●

　健診は病気の発見だけでなく、ちょっとした身体の変化を早期に発見できることに重要な意味があります。そし

て毎年健診を受けることにより、検査値の変化に注目することもまた大切です。積極的に健診を受けましょう！

【血　圧】
年　代（歳） 割　合（％）
40～ 49 4.5
50～ 59 12.9
60～ 69 48.2
70～ 79 32.8
80～ 1.6

　健診は健康状態を総合的にチェックする

ことができます。自覚症状がなくても、少

しずつ病気の芽が育っているかもしれませ

ん。健診はその芽を見つける絶好の機会で

す。ぜひ年1回受診することをお勧めします。

　今回は平成 21年度の特定健診・後期高齢

者健診・健康診査・国保人間ドック等の受

診者の健診結果から、どんな病気に注意が

必要かを見てみましょう。

【糖代謝】
年　代（歳） 割　合（％）
40～ 49 3.8
50～ 59 14.7
60～ 69 49.1
70～ 79 31.5
80～ 0.9

【肝機能】
年　代（歳） 割　合（％）
40～ 49 8.9
50～ 59 16.9
60～ 69 45.5
70～ 79 28.1
80～ 0.6

【脂　質】
年　代（歳） 割　合（％）
40～ 49 9.0
50～ 59 16.5
60～ 69 48.7
70～ 79 25.6
80～ 0.2

年1回健診を受けましょう！

定期的なチェックによる

　　　早期発見が大切です！
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　今年で第17回目を迎える大畑海峡サーモ

ン祭りが大畑漁港魚市場で行われ、各地から

3,500 名もの人が訪れ、大きな賑わいをみせ

ました。

　サーモンをはじめとした地元魚介類の即売

は相変わらずの好評で、また、一本釣りやつ

かみどり等の各コーナーでは終始大行列であ

りました。家族で訪れ、つかみどりを体験し

た大越天誠君（大平小3年）は「難しかったけど

おもしろかった」と話してくれました。

　最後に大畑中学校ブラスバンド部による演

奏会が行われ、潮の香りと迫力の音楽という

異色のコラボレーションに訪れた人々は聞き

入っていました。

7月 7日（水）/ 大畑中央保育所夕涼み会

　七夕の夜、園児達83名と保

護者らで恒例の夕涼み会が開

催されました。浴衣姿で次々

と元気に保育所へやってきた

子ども達。ヨーヨーすくいや

くじなどを楽しんだ後、練習

した大畑音頭をはじめとした

5曲の踊りを披露し、最後に

父兄等の協力で行われた花火

大会を楽しんでいました。好

天に恵まれた今年の夕涼み会。

来年も待ちどおしいなあ！
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人　口 64,327人（＋  18人） 世帯数 28,967世帯

男 31,123 人（＋  3人） 　（＋  9世帯）

女 33,204 人（＋  15人） （　 ）内は前月からの増減

むつ市の人口・世帯数 （ 7月1日現在） ※住民基本台帳による

ある日、どこかで… （２０１０年・第７２５号）

6月 27日（日）/ 第17回 大畑海峡サーモン祭り

7月 6日（火）/ 浜奥内海水浴場海浜清掃活動

　むつ養護学校と奥内小学校・近川中学校との 3

校の交流学習として毎年行われている浜奥内海水

浴場の海浜清掃。教職員や東北電力の方々をはじ

め、宮下市長も応援に駆けつけ、子どもたちととも

に汗を流しました。

　清掃活動に参加した中村奈々美さん（近川中3年）

は、「海をきれいにして、みんなに楽しく利用して

もらいたい」と話してくれました。海水浴場開設は

7月 22日の予定。みんなで海をきれいに利用しま

しょうね！


